鼻中隔および前頭洞の形態のレントゲン写真による個人識別への応用 by 谷口, 真里
氏名
学位の種類
学位記番号
学位授与年月日
学位授与の要件
学位論文名
谷口真理
博士(医
第 4306号
平成15年 3月25日
学)
学位規則第4条第1項該当者
Possible Use of Nasal Septum and Frontal Sinus Patterns to 
Radiographic Identification of Unknown Human Remains 
(鼻中隔およひ.前頭洞の形態のレントゲン写真による個人識別への応用)
論文審査委員 主査教授前田 均 副主査教授山根英雄
副主査教授井上佑ー
論文内容の要旨
【目的】頭部レントゲン写真は臨床的撮影頻度が比較的高く、かっ個人識別に有用な情報が多く含まれて
いる。本研究では、個人識別の指標として、鼻中隔および前頭洞の形態的特徴を併用した分類法について
検討した。
【材料および方法】頭部レントゲン検査を行った法医解剖209f71Jおよび臨床レントゲン写真163f71Jについて、
鼻中隔・前頭洞の形態的特徴に基づいて分類した。解剖例のうち、生前の臨床レントゲン写真が入手でき
た24例については解剖時の写真と比較し、歯科的治療痕を含めて検討した。
【結果】鼻中隔は、湾曲の形態に基づき、直線 (8)型(13%)、左寄曲 (L)型 (38%)、右寄曲 (R)型 (36
%)、逆S状湾曲 (LR)型 (6%)およびS状湾曲 (RL)型 (6%)に分類された。前頭洞の大きさの左右差
(20%以上)および分葉度をみると、左右差なし (43%)では左右の分葉度0--6、左優位型 (31%)は左
の分葉度1--4、右の分葉度0--4、右優位型 (25%)は左の分葉度0--5、右の分葉度 2--4で、それ
らの分葉度を 0，1，2および3以上として簡略化すると34型に分類された。さらに、鼻中隔および前頭
洞の形態を併用すると計204型に分類できるo
生前のレントゲン写真と比較できた例において、鼻中隔の形態の一致率は92%で、不一致例はすべて
LRあるいはRL型であった。一方、前頭洞の分葉度の一致率は83%であった。いずれにおいても、死後変
化の影響は、歯科所見よりも少なかった。
【結論】鼻中隔および前頭洞の形態は、成人では通常完成されている。しかしながら、レントゲン撮影条
件によってはそれらの描出のされ方が異なり、その影響は前頭洞においてやや強くみられた。実際の個人
識別にあたって、まず大まかに分類した上で微細な一致点を確認することは、より客観性の高い評価を示
すために有用と思われる。また、上述の類型化はスクリーニングに利用できる可能性もある。
論文審査の結果の要旨
法医実務上、身元不明者の個人識別におけるレントゲン検査の有用性について異論はない。しかしなが
らレントゲン写真は、候補となる個人が判明して生前の対照資料が得られた場合に限って個別的な照合の
ために利用されているに過ぎず、スクリーニングなどにも利用可能な系統的分類は確立されていない。本
研究は、臨床的に比較的撮影頻度が高く、かっ個人識別に有用な情報が多く含まれている頭部レントゲン
写真を対象として、鼻中隔と前頭洞の形態的特徴を併用した系統的分類とその有効性について検討したも
のである。
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研究対象は、頭部レントゲン検査(ポータブ、ル撮影装置・正面像)を行った法医解剖209例および臨床レ
ントゲン写真163例(し、ずれも16歳以上)で、それらの計372例を用いて、鼻中隔と前頭洞の形態的分類法
とその出現頻度を検討した。
その結果、鼻中隔は、湾曲の形態に基づき、直線 (8)型(13.4%)、左湾曲 (L)型 (37.6%)、右寄曲
(R)型 (35.3%)、逆S状寄曲 (LR)型 (6.0%)、S状湾曲 (RL)型 (6.3%)およびその他の稀な型(1.4%)
の6型に分類された。また、前頭洞については、無形成(10.8%)、大きさの左右差なし (32.3%)、左優
位型 (31.1%)および右優位型 (25.7%)の4型、さらに後3者における片側無形成および左右の分葉度
(1---3以上)を考慮すると34型に分類された。上述の鼻中隔と前頭洞の形態分類を併用した場合は、計
204型に分けられ、各型の出現頻度はる%以下となった。解剖例について、生前のレントゲン写真と比較
できた24{9IJにおける型の一致率は、鼻中隔92%、前頭洞83%であった。それらの型の判定不能や不一致の
原因としては、解剖時の硬直などによる撮影条件の制限、ポータブル撮影装置の画質や複雑な形態の場合
の判定誤差などが考えられた。成人では鼻中隔と前頭洞の形態は通常完成しているが、レントゲン撮影条
件によってはそれらの描出のされ方が異なってくるので、正面像では特に垂直方向の構造に誤差が生じや
すく、前頭洞でその影響がやや大きい傾向がみられた。しかしながら、鼻中隔と前頭洞の形態は、歯科所
見よりも生前・死後の変化を受けにくく、解剖例のうちの3例(白骨死体および焼死体)では実際に個人
同定のために役立った。
以上の結果から、鼻中隠と前頭洞の形態的特徴を併用した分類は個人識別のスクリーニングに有用であ
ることが示唆された。本研究の成果は、法医実務における個人識別上、意義深い新たな知見を提供したも
のと評価される。よって本研究者は博士(医学)の学位を授与するに値するものと判定された。
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